
一
序

（
１
）
（
２
）

先
き
に
著
者
は
、
・

き
こ
と
を
提
唱
し
た
。

「
科
」
が
臨
床
医
学
の
貢

意
味
す
る
言
葉
の
「
麻
酔
」
《

な
く
し
て
、
「
麻
酔
科
学
」
で

こ
の
「
麻
酔
科
」
、
「
麻
酔
封

著
書
に
も
詳
に
し
て
い
な
い
。

東
洋
の
麻
酔
科
学
の
歴
史
は
、
後
漢
か
ら
三
国
時
代
の
中
国
の
医
聖
華
佗
の
業
績
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
麻
酔
」
と
い

う
語
も
後
漢
時
代
（
二
五
’
一
三
○
Ａ
Ｄ
）
に
測
る
古
い
歴
史
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
著
者
の
研
究
に
よ
っ
て
、
事
実
は
こ
れ
と
懸
隔
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
麻
酔
」
の
語
史
学
的
研
究

一
三
口

麻
酔
科
の
学
問
の
名
称
と
し
て
従
来
慣
例
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

手
の
一
分
科
を
意
味
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
内
科
」
、
「
外
科
」
に
対
す
る
語
は
単
に
麻
酔
の
現
象
を

叶
酔
」
で
は
な
く
し
て
「
麻
酔
科
」
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
麻
酔
科
の
学
問
は
「
麻
酔
学
」
で
は

学
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
医
学
史
的
に
も
論
考
し
た
。

（
３
）

「
麻
酔
科
学
」
と
い
う
語
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
「
麻
酔
」
と
い
う
語
史
に
関
し
て
は
不
詳
と
さ
れ
、
小
川
鼎
三
博
士
の

「
麻
酔
学
」
は
誤
り
で
あ
り
、
「
麻
酔
科
学
」
と
す
べ

蹄
稚
奉
樫
檸
癖
華
準
一
粁
域
跨
睾
帽
昭
和
五
十
八
年
七
月
三
十
日
発
行

松
木
明

知
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現
在
ま
で
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
華
佗
以
後
約
一
五
○
○
年
間
、
中
国
で
は
全
身
麻
酔
が
行
わ
れ
た
実
証
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
「
麻
酔
」
と
い
う
語
が
生
れ
て
く
る
必
然
性
は
き
わ
め
て
小
さ
い
と
見
倣
し
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
。

（
７
）

華
佗
伝
以
外
の
「
後
漢
書
」
に
「
麻
酔
」
の
語
が
披
見
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
「
‐
後
漢
書
語
彙
集
成
」
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

膨
大
な
中
国
の
書
籍
、
中
で
も
医
書
の
す
べ
て
を
渉
猟
通
覧
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
後
の
中
国
の

（
８
）
（
９
）
（
、
）
（
、
）

史
書
「
元
史
」
「
金
史
」
さ
ら
に
は
唐
時
代
の
詩
や
宋
代
の
文
集
に
も
「
麻
酔
」
の
語
は
全
く
披
見
さ
れ
な
い
。

（
吃
）

諸
橋
徹
次
の
「
大
漢
和
辞
典
」
に
は
一
七
○
に
も
及
ぶ
「
麻
」
を
冠
す
る
熟
語
を
掲
げ
て
い
る
が
、
「
麻
酔
」
に
つ
い
て
は
簡
単
な
説
明
文

（
頁
Ｊ
●
戸
Ｏ
）

さ
ら
に
「
魏
志
華
佗
伝
」
に
は
、
「

者
は
便
ち
其
麻
沸
散
を
飲
ま
し
む
、
岳

こ
の
二
つ
の
文
献
の
編
者
は
、
華
声

し
て
「
麻
酔
」
と
表
現
し
て
い
な
い
。

二
華
佗
か
ら
高
嶺
徳
明
へ

（
４
）
（
５
）

大
麻
で
全
身
麻
酔
を
施
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
華
佗
は
、
魏
の
曹
操
の
侍
医
と
な
る
こ
と
を
招
請
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
た
め
獄
に

投
ぜ
ら
れ
、
つ
い
に
獄
死
し
た
。
獄
中
で
華
佗
は
そ
の
著
作
を
焼
き
捨
て
た
た
め
、
そ
の
麻
酔
法
の
秘
伝
は
世
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
華
佗

が
、
彼
自
身
開
発
し
た
麻
酔
法
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。

（
５
）

彼
の
略
歴
を
伝
え
る
「
後
漢
書
華
佗
伝
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
若
し
疾
発
し
内
に
結
し
、
針
薬
及
ぶ
能
わ
ざ
る
所
の
者
は
、
乃
ち
先
ず
酒
を
以
て
麻
沸
散
を
服
せ
し
む
、
既
に
し
て
酔
、
い
て
覚
る
所
無

し
・
」

、
「
若
し
病
結
積
し
て
内
に
在
り
、
針
薬
及
ぶ
能
わ
ざ
る
所
、
当
に
割
割
（
こ
か
つ
）
を
須
（
も
ち
）
う
べ
き

、
須
與
（
し
ゆ
ゆ
Ⅱ
し
ば
ら
く
）
に
し
て
便
ち
酔
死
の
如
く
知
る
所
無
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

華
佗
が
作
り
出
し
た
意
識
の
な
い
状
態
を
「
酔
死
の
如
く
」
ま
た
は
「
酔
い
て
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
決
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の
み
で
何
ら
中
国
の
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
上
述
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（

昭
）

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
中
国
か
ら
琉
球
の
首
里
へ
麻
酔
の
術
を
伝
え
た
高
嶺
徳
明
の
資
料
「
魏
姓
系
図
」
に
も
、
兎
唇
に
対
す
る
手
術
を

行
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
麻
酔
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
「
麻
酔
」
の
二
字
の
記
載
は
な
い
。

（
Ｍ
）

こ
れ
よ
り
約
九
○
年
前
の
一
六
○
三
年
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
所
属
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
た
ち
が
、
長
崎
で
出
版
し
た
「
日
葡
辞
典
」

に
は
、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
約
三
万
六
千
の
日
本
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
麻
酔
」
は
見
当
ら
ず
、
関
連
す
る
語
と
し
て
、
「
×
夢
胃
｝

×
旨
昌
目
（
シ
ビ
レ
、
シ
ビ
ル
ル
）
」
の
語
が
見
い
出
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
か
ら
幕
末
に
至
る
約
一
○
○
○
年
の
日
本
の
史
書
、
文
芸
書
に
も
「
麻
酔
」
の
語
が
全
く
見
い
出
さ
れ

（
民
Ｊ
●
〆
、
）

な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

三
華
岡
青
洲
、
本
間
棗
軒
と
「
麻
酔
」

（
灯
）

華
岡
青
洲
が
初
め
て
通
仙
散
を
用
い
て
全
身
麻
酔
下
で
乳
癌
の
手
術
に
成
力
し
た
の
は
、
著
者
の
研
究
に
よ
っ
て
通
説
よ
り
一
年
前
の
文
化

元
年
（
一
八
○
四
）
十
月
十
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
第
一
例
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
「
か
ん
」
の
手
術
に
つ
い
て
は
、
青
洲
自

（
蛆
）

身
「
乳
巌
治
験
録
」
と
い
う
詳
細
な
記
録
を
遣
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
麻
酔
の
状
態
を
青
洲
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
青
洲
は
「
麻
酔
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。

当
時
日
本
に
お
い
て
麻
酔
の
研
究
に
最
も
意
を
用
い
て
い
た
の
は
青
洲
で
あ
っ
た
。
も
し
意
識
の
消
失
を
意
味
す
る
「
麻
酔
」
の
語
が
存
在

「
冬
十
月
十
有
三
日
、
朝
我
麻
沸
散
を
服
す
。
少
頃
正
気
晄
抗
乎
人
事
を
識
ら
ず
。
終
身
麻
陣
し
て
痒
痛
を
覚
え
ず
。
」
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こ
れ
に
よ
っ
て
「
麻
酔
」
の
語
史
は
、
少
く
と
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
糊
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
卯
）

「
麻
酔
」
が
中
国
で
造
ら
れ
た
語
で
な
い
ら
し
い
こ
と
は
、
ロ
。
Ｑ
巳
唱
、
“
の
「
漢
洋
字
典
」
の
「
麻
」
の
部
に
「
麻
酔
」
の
語
が
見
ら
れ

（
皿
）

ず
、
さ
ら
に
博
。
宮
。
胃
匡
の
「
英
華
字
典
」
に
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
「
シ
ロ
。
島
国
＆
な
ど
麻
酔
の
意
味
す
る
英
語
の
訳
に
唯
一
回
も
「
麻

酔
」
の
語
を
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

シ
ロ
○
回
冠
目
の

蔑
識
淵
》
斤
詞
臘

少
邑
騨
“
吾
の
鳥
目
．
喋
螂
引
魏
藤

し
、
医
家
の
間
に
普
及
し
て
い
た
な
ら
ば
、
青
洲
は
麻
沸
散
（
麻
沸
湯
）
、
一
名
通
仙
散
を
用
い
て
作
り
出
し
た
状
態
を
少
く
と
も
「
麻
酔
」
と

称
呼
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
無
理
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

麻
沸
湯
を
用
い
て
の
手
術
で
、
師
青
洲
に
も
劣
ら
ぬ
業
績
を
あ
げ
た
の
は
本
間
棗
軒
（
一
八
○
四
’
一
八
七
二
）
と
鎌
田
玄
台
（
一
七
九
四
’
一

八
五
四
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
著
述
す
べ
て
を
検
索
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
麻
沸
湯
に
よ
る
全
身
麻
酔
の
状
態
は
「
酔
」
や
「
瞑
眩
」
（
め
い

げ
ん
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
「
麻
酔
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

（
的
）

し
か
し
本
間
棗
軒
が
文
久
四
年
（
一
八
六
二
）
に
著
わ
し
た
「
内
科
秘
録
」
巻
五
の
「
麻
癖
」
の
項
に
は
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
に
「
麻

酔
」
の
語
が
披
見
さ
れ
る
。

麻
癖
病
ノ
類
極
メ
テ
多
シ
・
皆
諸
経
ノ
閉
塞
ナ
リ
。
烏
頭
（
う
ず
）
・
附
子
（
ぶ
し
）
・
番
木
陥
（
ば
ん
ぼ
く
く
つ
）
風
茄
兒
（
ふ
う
か
じ
Ⅱ
ま
ん

だ
ら
げ
）
・
莨
蓉
（
ろ
う
と
う
）
・
鴉
片
（
あ
へ
ん
）
・
奔
草
（
も
う
そ
う
）
・
馨
石
（
よ
せ
き
Ⅱ
ひ
素
を
含
む
石
）
等
ノ
毒
二
中
ル
時
〈
、
必
ラ
ス
麻
簿

ヲ
発
ス
。
又
麻
葉
モ
麻
酔
セ
シ
ム
ル
ノ
毒
ア
リ
テ
、
伯
楽
ノ
馬
ヲ
鶴
（
ひ
さ
）
ク
’
一
其
性
躁
（
さ
わ
が
）
シ
ク
シ
テ
責
カ
ヌ
ル
時
〈
、
瓶
（
ひ
そ

か
）
’
一
麻
葉
二
握
許
（
ば
か
り
）
喰
シ
メ
麻
酔
セ
シ
メ
柔
順
ナ
ル
事
ヲ
偽
シ
實
ル
事
有
り
（
句
読
点
、
（
）
内
の
読
象
方
、
註
は
著
者
）
。
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す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
麻
酔
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
、
「
減
痛
」
、
「
止
痛
」
、
「
迷
蒙
忘
痛
」
、
「
致
睡
」
な
ど
の
語
を
充
て
て
訳
し
て
お

り
、
全
く
「
麻
酔
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
。
も
し
中
国
で
「
麻
酔
」
の
語
が
当
時
す
で
に
誕
生
し
て
い
た
な
ら
ば
、
少
く
と
も
上
記
の

訳
語
の
一
つ
に
「
麻
酔
」
が
用
い
ら
れ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
中
国
で
は
、
当
時
「
麻
酔
」
が
少
く
と
も
未
だ
一
般
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
い
る
。 四

明
治
期
前
後
の
書
籍
に
現
わ
れ
た
「
麻
酔
」

（
蛇
）

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
出
版
さ
れ
た
芳
賀
栄
次
郎
の
「
外
科
通
論
」
に
は
、
「
麻
酔
法
」
の
項
が
あ
る
。

（
蝿
）

こ
の
期
に
広
く
用
い
ら
れ
た
田
代
義
徳
訳
の
「
智
兒
曼
斯
氏
外
科
総
論
」
に
は
、
「
麻
酔
法
」
「
局
所
麻
酔
」
の
語
が
見
え
、
明
治
三
十
二
年

（
別
）

に
上
梓
さ
れ
た
寺
田
織
尾
の
編
纂
に
な
る
「
無
痛
手
術
」
に
は
、
「
吸
入
麻
酔
」
の
語
が
見
え
、
こ
れ
に
対
す
る
局
所
麻
酔
を
「
局
処
麻
陣
法
」

「
浸
潤
麻
溥
」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
意
識
の
消
失
を
伴
う
全
身
麻
酔
に
対
し
て
、
「
麻
酔
」
、
体
の
一
部
の
麻
酔
を
「
麻
痒
」
と
区
別

る
0

へ
妬
）

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
刊
の
「
独
和
辞
典
」
に
は
、
「
ン
愚
２
胃
骨
，
一
は
な
く
、
「
ｚ
湧
鳥
。
房
、
Ｅ
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
「
麻
痒
ス
ル
、
睡
ク

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
く
と
も
明
治
三
十
年
代
に
は
、
医
学
界
の
み
な
ら
ず
、
一
般
社
会
の
間
に
も
「
麻
酔
‐
｜
の
語
が
普
及
し
て
い
た
の
で
あ

（
Ｐ
昌
四
の
算
胃
胃
吻
ｓ
雛
ご
誉
）

ｚ
閏
８
毎
ｐ
ｚ
胃
８
陣
ｏ
匙

、

車

ｚ
秒
弓
○
ご
畠
員
扁
旦
言
旨
①

ｚ
胃
６
２
門
も
○
届
○
旨

蝉蝉蝉
闇關闇
N耕野
訓．
ｰ 闇
輔料
馴
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ナ
ル
」
と
訳
を
与
え
て
い
る
。
函

ス
イ
、
麻
酔
ｌ
シ
タ
ル
、
唖
３
日
《

出
版
さ
れ
た
、
小
田
條
次
郎
他
病

酔
」
な
ど
の
語
は
見
当
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
「
麻
酔
」
「
麻
酔
剤
」
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
鋤
）

さ
ら
に
朔
っ
て
徳
川
幕
府
の
洋
書
調
所
に
勤
務
し
て
い
た
堀
達
之
助
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
刊
行
し
た
本
邦
初
の
英
和
辞
書
「
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
」
に
は
、
シ
邑
凹
２
胃
吻
国
〕
シ
胃
豊
〕
①
愚
の
語
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
訳
語
を
も
た
な
い
が
、
「
ｚ
胃
８
号
（
函
）
」

（
邪
）

一
‐
ｚ
秒
詩
。
房
目
」
に
対
し
て
も
「
独
和
辞
典
」
で
は
、
一
麻
痒
ス
ル
、
睡
ク
ナ
ル
」
の
訳
を
与
え
、
｜
‐
和
独
対
訳
字
林
」
に
は
「
麻
酔
シ
タ
ル
」

と
「
独
和
辞
典
」
と
は
異
っ
た
訳
語
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
「
麻
酔
」
の
語
が
日
本
で
は
未
だ
十
分
に
造
語
さ
れ
て
普
及
さ
れ

た
語
で
は
な
い
こ
と
を
容
易
に
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

五
幕
末
の
辞
典
に
現
わ
れ
た
「
麻
酔
」

（
鋤
）

わ
が
国
で
ロ
ー
マ
字
の
普
及
に
尽
力
し
た
国
名
冒
冒
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
和
英
辞
書
の
「
和
英
語
林
集
成
」
を
発
行
し
た
が
、

「
麻
酔
」
に
つ
い
て
次
の
様
な
記
載
を
し
て
い
る
。

旨
農
園
］
マ
ス
イ
、
麻
酔
、
シ
旨
。
島
国
の
〕
旨
閏
●
８
胃
）
騨
昌
農
吾
昌
。
（
自
画
の
鼻
畠
。
ま
た
は
§
２
胃
胃
の
誤
り
か
、
以
下
同
じ
）
Ｉ
“
園
昌
．
８
胃

●

●

冒
凹
『
○
○
註
国
①
」
》
○
弓
〕
邑
秒
胃
四
計
①
○
向
い
冒
働
駕
彦
①
昌
囚

も

ひ

冨
騨
吻
圏
‐
§
】
マ
ス
イ
ザ
イ
、
麻
酔
剤
ロ
．
昌
胃
８
胃
日
①
島
。
旨
①

（
妬
）

与
え
て
い
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
上
梓
さ
れ
た
、
わ
が
国
最
初
の
和
独
辞
典
「
和
独
対
訳
字
林
」
に
は
、
「
冨
騨
，
目
マ

シ
タ
ル
、
、
３
日
①
届
唖
邑
①
且
》
目
四
詩
○
房
。
胃
．
ｌ
ス
ル
旨
画
烏
○
房
３
８
胃
愚
号
爵
①
旨
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
頃

（
”
）
（
認
）

小
田
條
次
郎
他
編
の
「
幸
和
袖
珍
字
書
」
、
司
馬
凌
海
他
編
の
「
和
訳
独
逸
辞
典
‐
｜
に
は
、
「
シ
国
肖
邑
〕
２
①
」
、
「
ｚ
画
島
。
伽
①
」
「
麻
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を
「
麻
睡
剤
」
、
「
昌
胃
８
号
（
創
旦
）
」
を
「
麻
痒
ス
ル
、
睡
ヲ
催
ス
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
証
）

ま
た
村
上
英
俊
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
著
わ
し
た
仏
和
辞
典
「
仏
語
明
要
」
に
は
「
皆
局
の
吻
昏
２
の
」
は
な
く
「
目
胃
８
量
匡
の
」
に
「
鎮

（
鉈
）

瘤
ノ
」
冒
胃
８
冨
日
①
」
に
「
睡
ク
ナ
ル
事
」
の
訳
を
与
え
て
い
る
が
、
尿
。
昌
層
喝
切
の
「
日
仏
辞
典
」
に
は
「
麻
酔
」
の
項
は
見
ら
れ
な

以
上
に
よ
っ
て
幕
末
に
は
「
麻
酔
」
は
、
「
麻
酔
」
と
も
「
麻
睡
」
と
も
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
「
酔
」
と
「
睡
」
は
発
音
が

似
て
い
る
上
に
、
意
義
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
混
同
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
C

六
杉
田
成
卿
の
「
済
生
備
考
」
に
見
ら
れ
る
「
麻
酔
」

､

麹
品

ザ■

命
耳
晶

…

､駒

と
・
ぬ

§
…畿

｢済生備考」表紙写真1

以
上
に
よ
っ
て
「
麻
酔
」
の
語
は
、
中
国
で
誕
生
し
た

も
の
で
は
な
く
し
て
、
日
本
で
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
時
期
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
よ
り
少
し
前

で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

日
本
で
造
語
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う

に
古
来
日
本
に
は
「
麻
酔
」
な
る
語
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語
は
外
国
語
に
対
す
る
訳
語
と
し

て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

一
般
に
、
西
欧
の
麻
酔
の
歴
史
は
一
八
四
六
年
（
弘
化

三
）
十
月
十
六
日
の
巨
○
貝
。
昌
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
公
開

実
験
に
始
ま
る
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
大
陸
に
伝
え
ら
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道
に
学
ん
で
、
二
十
四
歳
で
幕
府
の
司
天
台
訳
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
蕃
書
調
所
教
授
と
な
っ
た
。

（
弧
）

彼
の
「
済
生
備
考
」
（
写
真
１
）
は
、
成
卿
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
翻
訳
出
版
し
た
上
下
二
巻
の
医
書
で
、
巻
一
に
は
「
牛
痘
略
説
」

と
「
聰
胸
器
用
法
器
説
」
が
下
巻
に
「
亜
的
耳
（
ア
ー
テ
ル
吸
法
）
試
説
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
の
枠
匡
の
島
凋
の
儲
の
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
関
す
る
原
著
を
、
オ
ラ
ン
ダ
（
ハ
ー
グ
）
の
普
吋
巨
鰺
が
一
八
四
七
年
に
蘭
訳

し
た
も
の
を
日
本
語
に
重
訳
し
た
も
の
で
、
原
序
、
総
括
、
硫
酸
亜
的
耳
吸
入
ノ
装
置
及
吸
法
、
人
獣
亜
的
耳
吸
ス
ル
効
験
、
装
置
一
図
（
写

真
２
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
訳
書
の
中
で
成
卿
は
「
麻
酔
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
が
最
初
に
披
見
さ
れ
る
の
は
、
第
三
枚
の
留
胃
自
切
の
原
序
の
中
で
、
写

真
２
に
示
す
よ
う
に
「
前
略
…
。
：
亜
的
耳
ノ
吸
法
ヲ
行
う
事
十
分
時
ノ
後
。
患
者
全
ク
麻
酔
シ
脈
梢
徐
ニ
シ
テ
日
一
小
ト
ナ
ル
。
而
シ
テ
血
箱
頭

…?……
ｴ1PI閏と■

皇:聖･嘗当一鎧曽-毛竺一
亜
‐
‐
‐
唖 …癖…

皐繊

写真2「麻酔」が初出する頁

右から6行目最後に見える。

れ
、
麻
酔
に
関
す
る
書
冊
が
完
成
す
る
に
な
お
一
’
二
年

を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
麻
酔
に
言
及
し
て
い
る
オ

ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
の
医
書
が
完
成
し
、
日
本
に
、
舶
載
さ

れ
た
の
は
、
一
八
四
八
年
（
嘉
永
元
年
）
以
降
と
考
え
て

差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

（
粥
）富

士
川
勝
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら

文
久
元
年
（
一
八
六
二
）
の
間
に
翻
訳
さ
れ
た
外
科
書
と

し
て
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
大
槻
俊
斎
の
「
銃
創

鎖
言
」
と
、
内
科
の
書
冊
と
し
て
は
杉
田
成
卿
の
「
済
生

備
考
」
の
二
冊
よ
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

杉
田
成
卿
（
一
八
一
七
’
一
八
五
九
）
は
蘭
学
を
坪
井
信
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麻
酔
の
研
究
を
最
も
精
力
的
に
行
っ
た
華
岡
青
洲
も
「
麻
酔
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。

中
国
で
は
、
麻
酔
が
普
及
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
代
で
も
、
諸
種
の
文
献
に
「
麻
酔
」
の
語
を
見
い
出
し
得
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
麻
酔
」
は
成
田
成
卿
に
よ
っ
て
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
造
語
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
膨
大
な
中
国
の
医
書
や
日
本
の
医
書
、
翻
訳
書
や
関
連
の
史
料
全
部
を
渉
猟
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
将
来
嘉

永
三
年
以
前
の
史
料
中
に
、
「
麻
酔
」
の
語
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
出
来
な
く
、
本
稿
の
結
論
も
訂
正
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。

し
か
し
、
も
し
見
い
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
特
殊
な
使
用
例
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
本
稿
を
未
定
稿
と
し
て
お
く
。

…#癖…‘…の
史
料
に
は
、
全
く
見
い
出
さ
れ
な
い
。

…¥6．密.~懲溌錘
４

１
Ｊ

Ibr■F■画

溌
篭
議
蕊
癖
鍵
溌
鍛
蕊
裁

璃
割
鍾
騨
餓
舞
鯨
瞬

鐸灘＆蕊患塞“！
､鵠#鰯
一＄-

屯'彌
クー′壗唖 F r 品 ゴ

写 真 3 巻末に見える吸入器の図

七
お
わ
り
に

「
麻
酔
」
の
語
は
、
日
本
の
文
献
と
し
て
、
は
杉
田
成
卿

が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
出
版
し
た
「
亜
的
耳
吸
入

法
試
説
」
の
中
に
始
め
て
披
見
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
日
本

部
二
進
ム
ノ
候
ア
リ
。
十
九
分
時
ノ
後
。
患
者
昏
睡
シ
。

九
分
時
間
醒
メ
ズ
。
…
…
後
略
」

以
後
し
ば
し
ば
「
麻
酔
」
の
語
は
繰
り
返
し
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
他
に
同
義
の
語
と
し
て
「
酔
眠
ノ
態
」

「
昏
睡
」
「
昏
酔
」
な
ど
の
語
句
が
見
い
出
さ
れ
る
。
こ
こ

で
も
「
睡
」
と
「
酔
」
は
混
用
さ
れ
て
い
る
。
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文
献

（
１
）
松
木
明
知
、
麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
（
六
）
ｌ
〃
麻
酔
学
川
の
名
称
改
正
に
つ
い
て
Ｉ
麻
酔
二
八
巻
、
一
○
九
九
頁
、

（
２
）
松
木
明
知
、
麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
（
一
三
）
ｌ
再
び
麻
酔
科
の
名
称
改
正
に
つ
い
て
、
佐
藤
暢
教
授
に
対
す
る
反
論
ｌ

（
３
）
小
川
鼎
三
医
学
用
語
の
起
り
東
京
書
籍
株
式
会
社
昭
和
五
八
年
一
四
○
頁

（
４
）
北
京
中
医
学
院
主
編
（
夏
三
郎
訳
）
、
中
国
医
学
史
講
義
、
際
原
書
店
一
九
七
七
年

（
５
）
本
田
済
編
訳
、
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
史
列
伝
選
平
凡
社
中
国
の
古
典
シ
リ
ー
ズ
（
三
）
一
九
八
○
年

（
６
）
江
上
波
夫
、
華
佗
と
幻
人
石
田
博
士
頌
寿
記
会
東
洋
史
論
叢
昭
和
四
○
年
所
収

（
７
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
後
漢
書
語
彙
集
成
（
下
巻
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
二
○
○
九
頁
昭
和
三
七
年

（
８
）
京
都
大
学
文
学
部
編
元
史
語
彙
集
成
（
中
巻
）
京
都
大
学
文
学
部
昭
和
三
七
年
一
六
六
○
頁

（
９
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、
全
史
語
彙
集
成
（
下
巻
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
昭
和
三
七
年
九
七
七
頁

（
蛆
）
吉
川
幸
次
郎
、
小
川
環
樹
編
、
中
国
詩
人
選
集
総
索
引
、
岩
波
書
店
昭
和
三
四
年

（
、
）
佐
伯
富
編
、
宋
代
文
集
索
引
東
洋
史
研
究
会
昭
和
四
五
年
七
四
○
頁

（
理
）
諸
橋
徹
次
、
大
漢
和
辞
典
十
二
巻
九
四
一
頁
昭
年
五
一
年

（
理
）
諸
橋
徹
次
、
大
漢
和
辞
典

（
昭
）
魏
姓
家
譜
、
高
嶺
康
二
氏
蔵

（
Ｍ
）
土
井
忠
生
、
森
田
武
、
長
南
実
訳
、
日
葡
辞
書
岩
波
書
店
一
九
八
○
年

（
鴫
）
岩
波
書
店
編
集
部
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
一
’
六
六
巻
）
岩
波
書
店
昭
和
三
八
年

（
略
）
岩
波
書
店
編
集
部
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
六
一
’
一
○
○
巻
）
岩
波
書
店
昭
和
四
三
年

（
Ⅳ
）
松
木
明
知
、
華
岡
青
洲
に
よ
る
最
初
の
全
身
麻
酔
の
期
日
麻
酔
二
一
巻
三
○
○
頁
昭
和
四
七
年

（
肥
）
華
岡
青
洲
、
乳
巌
治
験
録
（
文
化
元
年
）
自
筆
稿
本
天
理
図
書
館
蔵

（
四
）
本
間
棗
軒
、
内
科
秘
録
（
文
久
二
年
）
近
世
漢
法
医
学
集
成
（
二
一
）
所
収
名
著
出
版
社
昭
和
五
四
年

（
鋤
）
ロ
の
。
昌
唱
①
“
漢
洋
辞
典
（
目
昌
ｏ
旨
胃
旨
日
蝕
己
。
‐
属
冒
巨
目
）
香
港
一
八
五
三
年

ａ
）
冒
宮
ｏ
胃
丘
〉
葛
．
（
井
上
哲
次
郎
増
訂
）
、
増
訂
英
華
辞
典
（
冒
哩
啓
ら
宣
旨
⑦
”
①
目
昌
。
冒
閏
己
藤
本
氏
蔵
版
明
治
十
六
年

（
魂
）
芳
賀
栄
次
郎
外
科
通
論
（
上
）
島
村
利
助
刊
明
治
二
二
年

（
詔
）
田
代
義
徳
訳
、
智
兒
慢
斯
氏
外
科
総
論
改
訂
第
四
版
南
江
堂

昭
和
五
四
年

麻
酔
（
投
稿
中
）
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寺
田
織
尾
編
、
無
痛
手
術
明
治
三
二
年

松
田
為
常
、
瀬
之
口
隆
敬
、
村
松
経
春
編
、
独
和
辞
典
明
治
六
年

斎
田
訓
於
、
那
波
大
吉
、
国
司
平
六
編
和
独
対
訳
字
林
明
治
十
年
東
京

小
田
條
次
郎
、
藤
井
三
郎
、
桜
井
勇
作
編
、
李
和
袖
珍
字
書
学
半
社
明
治
五
年

司
馬
凌
海
、
明
石
文
、
明
石
朝
幹
、
河
村
文
昌
、
沢
田
勝
伯
編
、
和
訳
独
逸
辞
典
春
風
社

国
９
９
冒
廻
］
。
。
和
英
語
林
集
成
Ｃ
画
冒
目
①
ｍ
①
目
昌
○
口
鼬
曼
）
一
八
六
七
年
横
浜

堀
達
之
助
、
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
徳
川
幕
府
洋
書
調
所
文
久
二
年

村
上
英
俊
、
仏
語
明
要
達
理
堂
元
治
元
年

閻
鳴
、
〕
日
日
仏
辞
典
一
八
六
二
’
一
八
六
八
闘
鳥

富
士
川
溝
日
本
医
学
史
日
新
書
院
昭
和
十
六
年

杉
田
成
卿
済
生
備
考
嘉
永
三
年

明
治
五
年
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EtymologicalStudyof@6Masui''

by

AkitomoMatsuki

TheJapaneseword@@Masui''isconsideredtohaveoriginatedfromChinese.

InvestigatingnumerousnumbersofChineseliteraturessincethethirdcentury,Icouldnotfindthe

word"Masui".Inaddition,IcouldfindnootherChinesewordthan$<麻酔''inaEnglish-Chinese

dictionarypublishedinl886・ThisfactimpliesthatChinesedidnotuse&$麻酔''toexpressastateof

anesthesia.

Wedidnotfindtheword"Masui''inanyoftheliteraturesincludingmedicalsciencepublished

befbretheBunka-Bunseiperiod.

Inl850,SeikeiSugitatranslatedandpublishedthemedicalbookentitled@fSai-sei-bi-ko"into

Japaneseinwhichheused@@Masui"toexpressthephysicalstateproducedbyetherinhalation.This

isthefirstuseoftheJapaneseWord"Masui"inJapan.
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